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自
動
車
販
売
業
界
（
以
下
「
自
販
業
界
」
と
い
う
。
）
で
は
、
自
動
車
関
係
諸
税
の
詐
取
を
は
じ
め
、
諸
費
用
の
不

法
不
当
徴
収
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悪
徳
商
法
が
横
行
し
、
各
地
で
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
不
当
利
得
返
還
請
求
や
損
害
賠

償
請
求
が
相
次
ぎ
、
な
か
に
は
刑
事
告
訴
・
告
発
事
件
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
例
も
出
て
い
る
。
悪
徳
業
者
は
、

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
か
ら
、
ト
ヨ
タ
・
日
産
な
ど
メ
ー
カ
ー
系
列
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
ま
で
及
び
、
こ
れ
に
よ
る
被
害

者
は
、
日
本
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
の
推
計
に
よ
る
と
、
年
間
数
百
万
人
、
被
害
総
額
は
年
間
五
千
億

円
余
の
巨
額
に
の
ぼ
る
と
見
込
ま
れ
、
ま
た
、
一
部
の
善
良
な
業
者
に
も
多
大
の
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
る
。 

わ
れ
わ
れ
は
、
か
か
る
悪
徳
商
法
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
の
利
益
と
善
良
な
業
者
の
営
業
を
守
る
た
め
、
本
院
予
算
委

員
会
を
は
じ
め
、
決
算
、
法
務
、
地
方
行
政
、
商
工
の
各
委
員
会
で
連
続
的
に
取
り
上
げ
、
通
産
省
な
ど
関
係
当

局
に
よ
る
厳
重
な
指
導
・
監
督
の
実
施
等
を
く
り
返
し
要
求
し
て
き
た
。
だ
が
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
関
係
当
局 

自
動
車
販
売
業
界
の
悪
徳
商
法
に
対
す
る
関
係
当
局
の
指
導
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

の
指
導
・
監
督
等
は
無
い
に
等
し
く
、
こ
の
業
界
の
悪
徳
商
法
は
、
事
実
上
野
放
し
に
さ
れ
て
い
る
。 

一 

自
動
車
重
量
税
の
詐
取
（
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
は
年
間
五
百
億
円
余
）
に
つ
い
て 

(1) 

本
件
詐
取
問
題
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
通
産
省
な
ど
に
対
し
、
千
都
日
産
モ
ー
タ
ー
（
千
葉
県
）
が
Ｋ 

自
動
車
重
量
税
は
、
自
動
車
の
重
さ
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
国
税
で
、
車
検
時
に
一
括
納
付
す
る
こ
と
と
さ

れ
、
車
検
有
効
期
間
中
に
廃
車
し
た
り
、
名
儀
変
更
を
行
つ
て
も
還
付
さ
れ
ず
、
従
つ
て
、
中
古
車
購
入
者
は

車
検
残
期
間
に
相
応
す
る
自
動
車
重
量
税
を
新
た
に
課
税
さ
れ
な
い
、
い
わ
ば
“
払
い
切
り
”
の
税
金
と
さ
れ

て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
自
販
業
界
で
は
、
中
古
車
購
入
者
か
ら
車
検
残
期
間
を
案
分
し
た
自
動
車
重
量
税
に
相
応
す
る
金

員
を
「
法
定
費
用
」
と
か
「
自
動
車
重
量
税
」
な
ど
の
名
下
で
徴
収
し
、
こ
れ
を
詐
取
す
る
な
ど
と
い
う
悪
徳
商
法

が
横
行
し
て
い
る
。 

そ
こ
で
以
下
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
政
府
が
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
、
具
体
的
に
質
問
す
る
。 
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(2) 

わ
れ
わ
れ
は
、
本
件
詐
取
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
は
、
年
間
五
百
億
円
余
に
の
ぼ
る
と
推
計
し
て
い
る 

こ
の
際
政
府
は
、
通
産
省
な
ど
関
係
当
局
を
し
て
自
販
業
界
に
お
け
る
か
か
る
悪
徳
商
法
の
実
態
を
調
査

せ
し
め
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

（
千
葉
県
在
住
）
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
一
万
四
千
百
七
十
五
円
の
金
員
を
「
自
動
車
重
量
税
」
名
下
で
詐
取
し

て
い
た
例
や
、
マ
ツ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
城
西
（
東
京
都
）
が
Ｆ
（
埼
玉
県
在
住
）
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
一
万
四
千

七
百
円
の
金
員
を
、
ケ
ー
ユ
ー
商
事
（
東
京
都
）
が
Ｓ
（
神
奈
川
県
在
住
）
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
一
万
千
五
百

五
十
円
の
金
員
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
自
動
車
重
量
税
」
名
下
で
詐
取
し
て
い
た
例
な
ど
を
示
し
、
か
か
る
悪
徳
商

法
の
実
態
を
調
査
す
る
よ
う
要
請
し
て
お
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
通
産
省
は
、
「
現
在
当
省
に
お
い

て
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
照
会
中
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
段
階
で
別
途
御
報
告
申
し
上
げ
た

い
」
（
本
年
三
月
七
日
の
本
院
予
算
委
員
会
第
六
分
科
会
で
の
木
下
機
械
情
報
産
業
局
長
の
答
弁
）
と
こ
た
え

た
が
、
そ
の
後
催
促
し
て
も
な
ん
の
報
告
も
な
い
。 
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(4) 

本
件
詐
取
に
つ
い
て
通
産
、
運
輸
両
省
は
、
関
係
業
界
に
対
す
る
「
車
検
残
の
あ
る
中
古
自
動
車
販
売
に

お
け
る
『
自
動
車
重
量
税
』
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
（
本
年
一
月
十
一
日
付
）
の
担
当
課
長
連
名
通
達
で
一
定

の
是
正
指
導
を
行
つ
た
。
だ
が
、
少
な
く
な
い
業
者
（
例
え
ば
、
ト
ヨ
タ
オ
ー
ト
茨
城
な
ど
）
が
、
「
こ
の
通
達

は
表
示
の
方
法
を
改
め
よ
と
い
う
も
の
で
、
車
検
残
期
間
を
案
分
し
た
自
動
車
重
量
税
相
応
の
金
員
を
徴
収

す
る
な
と
か
、
す
で
に
徴
収
ず
み
の
『
自
動
車
重
量
税
』
名
下
の
金
員
を
ユ
ー
ザ
ー
に
返
却
せ
よ
と
は
言
つ
て

い
な
い
」
な
ど
と
う
そ
ぶ
き
、「
自
動
車
重
量
税
」
名
下
の
金
員
詐
取
を
継
続
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
返
還
請
求
を 

(3) 

本
件
詐
取
が
刑
法
上
の
詐
欺
、
民
法
上
の
不
法
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
自
動
車
業
に
お
け

る
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約
（
公
正
取
引
委
員
会
告
示
、
以
下
「
自
動
車
業
公
正
競
争
規
約
」
と
い
う
。
）

に
違
反
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

が
、
政
府
は
ど
う
み
て
い
る
か
。
通
産
省
な
ど
関
係
当
局
で
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
を
推
計
し
た
も
の
が
あ
れ

ば
、
そ
の
推
定
被
害
額
と
推
計
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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二 

自
動
車
取
得
税
の
詐
取
（
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
は
年
間
五
百
億
円
余
）
に
つ
い
て 

と
こ
ろ
が
、
徴
税
現
場
で
は
、
自
治
省
税
務
局
長
通
達
等
に
よ
つ
て
、
実
際
の
取
得
価
額
を
大
幅
に
下
ま
わ

る
「
課
税
標
準
基
準
額
」
（
無
償
で
な
さ
れ
た
取
得
な
ど
の
さ
い
の
最
低
の
み
な
し
価
額
）
を
課
税
標
準
に
し
て
徴

収
す
る
と
か
、
納
税
申
告
書
に
契
約
書
等
を
添
付
さ
せ
な
い
（
地
方
税
法
違
反
）
、
業
者
に
よ
る
税
務
書
類
の
作 

自
動
車
取
得
税
は
、
自
動
車
の
取
得
者
に
課
税
さ
れ
る
地
方
税
で
、
①
申
告
納
付
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す

る
、
②
課
税
標
準
は
自
動
車
の
取
得
価
額
と
す
る
（
取
得
価
額
が
三
十
万
円
以
下
の
も
の
は
非
課
税
）
、
③
税
率

は
自
家
用
五
％
、
営
業
用
三
％
、
④
納
税
申
告
書
に
は
取
得
価
額
を
証
す
る
契
約
書
等
を
添
付
す
る
、
―
―
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。 

拒
み
続
け
て
い
る
。
政
府
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
野
放
し
に
し
て
お
い
て
い
い
と
い
う
の
か
。 

こ
の
際
政
府
は
、
通
産
省
な
ど
関
係
当
局
を
し
て
、
業
者
が
「
自
動
車
重
量
税
」
名
下
で
詐
取
し
た
金
員
を

直
ち
に
ユ
ー
ザ
ー
に
返
却
す
る
よ
う
関
係
業
界
を
厳
重
に
指
導
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 
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(1) 

本
件
詐
取
問
題
に
つ
い
て
も
わ
れ
わ
れ
は
、
通
産
省
な
ど
に
対
し
、
ト
ヨ
タ
オ
ー
ト
多
摩
（
東
京
都
）
が
Ｙ 

自
販
業
界
で
は
、
こ
う
し
た
法
令
と
実
務
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
け
こ
ん
で
、
自
動
車
取
得
税
の
納
税
義
務
の

な
い
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
「
自
動
車
取
得
税
」
名
下
の
金
員
を
詐
取
し
た
り
、
過
大
な
「
自
動
車
取
得
税
」
名
下
の
金
員

を
徴
収
し
て
納
税
額
と
の
差
額
を
着
服
（
詐
取
）
す
る
な
ど
と
い
う
悪
徳
商
法
が
横
行
し
て
い
る
。 

成
・
届
出
の
代
行
（
税
理
士
法
違
反
）
を
公
認
す
る
、
領
収
証
を
納
税
義
務
者
本
人
で
は
な
く
業
者
に
交
付
す
る

な
ど
と
い
う
法
違
反
の
実
務
が
常
態
化
し
て
い
る
。 

（
東
京
都
在
住
）
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
三
万
千
九
百
円
の
金
員
を
「
自
動
車
取
得
税
」
名
下
で
詐
取
し
て
い
た

例
や
、
日
産
プ
リ
ン
ス
千
葉
販
売
（
千
葉
県
）
が
Ｗ
（
千
葉
県
在
住
）
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
一
万
九
千
二
百
五

十
円
の
金
員
を
、
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
東
京
（
東
京
都
）
が
Ｔ
（
東
京
都
在
住
）
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
一
万
七
千
九

百
円
の
金
員
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
自
動
車
取
得
税
」
名
下
で
詐
取
し
て
い
る
例
な
ど
を
示
し
て
、
か
か
る
悪
徳
商

法
の
実
態
を
調
査
す
る
よ
う
要
請
し
て
お
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
通
産
省
の
木
下
機
械
情
報
産
業
局
長
は
、 
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(4) 

本
件
詐
取
に
つ
い
て
自
治
省
の
前
川
府
県
税
課
長
は
、
こ
れ
は
「
現
在
の
課
税
の
仕
組
み
を
悪
用
し
た
不 

(3) 

本
件
詐
取
が
刑
法
上
の
詐
欺
、
民
法
上
の
不
法
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
自
動
車
業
公
正
競

争
規
約
に
違
反
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
判
断
は
ど
う
か
。 

(2) 

わ
れ
わ
れ
は
、
本
件
詐
取
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
全
体
の
被
害
は
年
間
五
百
億
円
余
に
の
ぼ
る
と
推
計
し
て
い

る
が
、
政
府
は
ど
う
み
て
い
る
か
。
通
産
省
な
ど
関
係
当
局
で
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
を
推
計
し
た
も
の
が
あ
れ

ば
、
そ
の
推
定
被
害
額
と
推
計
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

「
で
き
る
だ
け
早
く
調
査
い
た
し
て
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
か
調
べ
て
み
た
い
」（
本
年
四
月
十
二

日
の
本
院
商
工
委
員
会
で
の
答
弁
）
と
こ
た
え
た
が
、
そ
の
後
催
促
し
て
も
い
ま
だ
に
調
査
結
果
の
報
告
が

な
い
。 

こ
の
際
政
府
は
、
通
産
省
な
ど
関
係
当
局
を
し
て
、
自
販
業
界
に
お
け
る
か
か
る
悪
徳
商
法
の
実
態
を
調

査
せ
し
め
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

九 

 



 

(5) 

本
件
詐
取
の
最
大
の
温
床
の
一
つ
と
な
つ
て
い
る
法
令
と
徴
税
実
務
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
自
治
省
の 

正
行
為
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
、
関
係
業
界
に
対
し
「
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
税
務
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
厳
正
適
正
を
期
す
る
よ
う
厳
重
に
改
善
方
を
申
し
入
れ
た
」
（
本
年
四
月
十
二
日
の
本
院
商
工
委
員

会
で
の
答
弁
）
と
こ
た
え
た
が
、
当
該
申
し
入
れ
に
対
し
て
関
係
業
界
は
ど
の
よ
う
な
改
善
措
置
を
講
じ
た

か
。
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

矢
野
税
務
局
長
は
、
「
納
税
義
務
者
に
ど
れ
だ
け
の
税
金
を
納
め
た
か
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
る
よ
う
な

手
続
を
、
課
税
事
務
の
簡
素
化
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
十
分
考
え
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
」
と
か
、
現
行

の
徴
税
実
務
が
「
果
た
し
て
法
令
に
こ
れ
が
準
拠
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
か
な
り
便
宜
的
な
扱

い
で
は
な
い
の
か
、
む
し
ろ
そ
の
辺
を
法
令
に
お
い
て
は
つ
き
り
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て

は
よ
く
検
討
し
た
い
」
（
本
年
四
月
十
六
日
の
本
院
地
方
行
政
委
員
会
で
の
答
弁
）
と
こ
た
え
た
が
、
自
治
省

が
こ
れ
ま
で
に
行
つ
た
検
討
の
概
要
と
、
政
府
と
し
て
今
後
こ
の
問
題
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
そ
の
対 

一
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三 

自
動
車
税
の
詐
取
と
そ
の
還
付
金
の
着
服
（
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
は
年
間
七
百
八
十
億
円
余
）
に
つ
い
て 

(7) 

こ
の
際
政
府
は
、
通
産
省
な
ど
関
係
当
局
を
し
て
、
「
自
動
車
取
得
税
」
名
下
で
詐
取
し
た
金
員
を
直
ち
に

ユ
ー
ザ
ー
に
返
却
す
る
よ
う
関
係
業
界
を
厳
重
に
指
導
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(6) 
本
件
詐
取
に
つ
い
て
通
産
省
は
、
「
そ
う
い
つ
た
事
実
が
現
実
と
し
て
行
わ
れ
て
お
る
と
す
れ
ば
、
非
常

に
こ
れ
は
重
大
な
事
態
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
適
切
に
業
界
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
（
本
年
四
月
十
二
日
の
本
院
商
工
委
員
会
で
の
村
田
通
産
相
の
答
弁
）
と
か
、
関
係
業
界
に
対
し
「
所
要

の
指
導
等
適
切
な
対
応
を
や
つ
て
い
き
た
い
」（
同
委
員
会
で
の
木
下
機
械
情
報
産
業
局
長
の
答
弁
）
と
こ
た

え
た
が
、
そ
の
後
、
関
係
業
界
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
つ
た
か
、
そ
れ
に
対
し
業
界
は
ど
の
よ
う

な
是
正
措
置
を
講
じ
た
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
政
府
と
し
て
こ
の
問
題
に
ど
う
対
処
し
て

い
く
の
か
、
そ
の
対
処
方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

処
方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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自
動
車
税
は
、
自
動
車
の
用
途
や
排
気
量
等
に
よ
つ
て
課
税
さ
れ
る
地
方
税
で
、
①
徴
収
は
普
通
徴
収
（
徴

税
吏
員
が
納
税
通
知
書
を
当
該
納
税
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
地
方
税
を
徴
収
す
る
こ
と
）
の
方
法
に
よ

る
、
②
賦
課
期
日
は
毎
年
四
月
一
日
で
、
納
期
は
五
月
中
、
③
賦
課
期
日
後
に
納
税
義
務
が
発
生
し
た
者
に
は

そ
の
翌
月
か
ら
課
税
す
る
（
納
税
義
務
発
生
当
月
は
課
税
し
な
い
）
、
④
賦
課
期
日
後
に
同
一
都
道
府
県
内
で
所

有
者
の
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合
、
当
該
変
更
は
そ
の
年
度
末
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
（
当
該
年
度
は
新
所

有
者
に
は
課
税
し
な
い
）
、
⑤
所
有
者
の
変
更
が
一
の
都
道
府
県
か
ら
他
の
都
道
府
県
に
ま
た
が
つ
て
行
わ
れ

た
場
合
、
前
所
有
者
に
は
当
該
変
更
の
翌
月
か
ら
年
度
末
ま
で
の
自
動
車
税
を
月
割
り
で
還
付
す
る
、
―
―
と

い
う
仕
組
み
に
な
つ
て
い
る
。 

自
販
業
界
で
は
、
こ
う
し
た
複
雑
な
税
の
仕
組
み
を
悪
用
し
、
新
車
購
入
者
か
ら
購
入
当
月
分
の
「
自
動
車

税
」
を
徴
収
（
詐
取
）
す
る
と
か
、
納
税
義
務
の
な
い
中
古
車
購
入
者
か
ら
「
自
動
車
税
」
名
下
の
金
員
を
徴
収
（
詐

取
）
す
る
、
下
取
車
を
出
し
た
ユ
ー
ザ
ー
に
還
付
す
べ
き
還
付
金
（
下
取
車
が
他
の
都
道
府
県
の
ユ
ー
ザ
ー
に
販 
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(2) 

還
付
金
の
着
服
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
日
産
プ
リ
ン
ス
東
京
（
東
京
都
）
が
Ｋ
（
東
京
都
在
住
）
と
い
う
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
中
古
車
を
下
取
り
し
た
際
、
譲
渡
証
明
書
等
の
作
成
に
ま
ぎ
れ
て
自
動
車
税
の
還
付
請
求
の
委
任 

(1) 
本
件
詐
取
に
つ
い
て
も
わ
れ
わ
れ
は
、
通
産
省
等
に
対
し
、
ト
ヨ
タ
オ
ー
ト
茨
城
（
茨
城
県
）
が
Ｓ
（
茨
城 

売
さ
れ
た
と
き
）
を
着
服
す
る
な
ど
と
い
う
悪
徳
商
法
が
横
行
し
て
い
る
。 

県
在
住
）
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
「
自
動
車
税
」
名
下
で
三
万
千
六
百
二
十
五
円
の
金
員
を
詐
取
し
て
い
る
例

や
、
日
産
プ
リ
ン
ス
埼
玉
（
埼
玉
県
）
が
Ｈ
（
埼
玉
県
在
住
）
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
一
万
三
千
百
六
十
円
の
金

員
を
、
東
京
マ
ツ
ダ
販
売
（
東
京
都
）
が
Ｏ
（
東
京
都
在
住
）
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
三
万
四
千
五
百
円
の
金
員

を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
自
動
車
税
」
名
下
で
詐
取
し
て
い
る
例
な
ど
を
示
し
て
、
か
か
る
悪
徳
商
法
の
実
態
を
調
査

す
る
よ
う
要
請
し
て
お
い
た
。
だ
が
、
今
日
に
至
る
も
、
通
産
省
等
か
ら
何
の
報
告
も
な
い
。 

こ
の
際
政
府
は
、
通
産
省
な
ど
関
係
当
局
を
し
て
、
自
販
業
界
に
お
け
る
か
か
る
悪
徳
商
法
の
実
態
を
調

査
せ
し
め
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 
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(5) 

各
都
道
府
県
の
自
動
車
税
事
務
所
等
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
、
①
納
税
通
知
書
を
法
令
ど
お
り
納
税
義

務
者
に
確
実
に
交
付
す
る
、
②
還
付
の
事
実
と
そ
の
金
額
を
納
税
者
本
人
に
知
ら
せ
る
、
―
―
と
い
う
当
然 

(4) 

本
件
不
正
が
刑
法
上
の
詐
欺
・
横
領
、
民
法
上
の
不
法
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
自
動
車
業

公
正
競
争
規
約
に
違
反
す
る
こ
と
は
明
白
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
判
断
は
ど
う
か
。 

(3) 

わ
れ
わ
れ
は
、
本
件
不
正
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
全
体
の
被
害
は
、
年
間
、
自
動
車
税
の
詐
取
関
係
で
四
百
三

十
億
円
余
、
還
付
金
の
着
服
関
係
で
三
百
五
十
億
円
余
、
合
計
七
百
八
十
億
円
余
に
の
ぼ
る
と
推
計
し
て
い

る
が
、
政
府
は
ど
う
み
て
い
る
か
。
通
産
省
な
ど
関
係
当
局
で
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
を
推
計
し
た
も
の
が
あ
れ

ば
、
そ
の
推
定
被
害
額
と
推
計
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

状
を
無
断
で
作
成
し
て
還
付
金
を
着
服
す
る
な
ど
と
い
う
例
が
横
行
し
て
い
る
。 

こ
の
際
政
府
は
、
通
産
省
や
自
治
省
な
ど
関
係
当
局
を
し
て
、
か
か
る
還
付
金
着
服
の
実
態
を
調
査
せ
し

め
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 
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四 

自
賠
責
保
険
料
の
詐
取
等
（
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
は
、
年
間
六
百
五
十
億
円
余
）
に
つ
い
て 

(6) 

政
府
は
、
本
件
不
正
に
つ
い
て
も
、
通
産
省
な
ど
関
係
当
局
を
し
て
、
こ
れ
を
直
ち
に
中
止
し
、
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
詐
取
、
横
領
し
た
金
員
を
直
ち
に
返
却
す
る
よ
う
関
係
業
界
を
厳
重
に
指
導
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。 

自
販
業
界
で
は
、
自
賠
責
保
険
を
め
ぐ
つ
て
も
、
ユ
ー
ザ
ー
の
多
く
が
自
賠
責
保
険
料
は
掛
け
捨
て
と
思
い

こ
ん
で
い
る
の
に
つ
け
込
ん
で
、
下
取
車
を
出
し
た
ユ
ー
ザ
ー
に
保
険
未
経
過
期
間
に
対
応
す
る
返
戻
保
険
料

を
返
却
し
な
い
で
着
服
す
る
と
か
、
保
険
契
約
の
名
儀
人
を
前
所
有
者
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
（
前
所
有
者
か

ら
権
利
譲
渡
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
次
の
所
有
者
は
改
め
て
保
険
料
を
支
払
う
必
要
が
な
い
）
、
当
該
中
古
車
購 

な
ど
と
い
う
不
正
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。 

の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
業
者
が
「
自
動
車
税
」
名
下
で
金
員
を
詐
取
し
た
り
、
還
付
金
を
着
服
す
る 

こ
の
際
自
治
省
は
、
こ
う
し
た
方
向
で
各
都
道
府
県
を
指
導
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 
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(1) 

本
件
不
正
に
つ
い
て
も
わ
れ
わ
れ
は
、
千
都
日
産
モ
ー
タ
ー
（
千
葉
県
）
が
Ｋ
（
千
葉
県
在
住
）
と
い
う
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
三
万
千
七
百
六
十
円
の
金
員
を
「
自
賠
責
保
険
料
」
名
下
で
詐
取
し
て
い
た
例
や
、
大
曽
根
モ
ー

タ
ー
ス
商
会
（
愛
知
県
）
が
Ｋ
（
愛
知
県
在
住
）
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
二
万
四
千
四
百
九
十
円
の
金
員
を
、

オ
ー
ト
ラ
マ
（
京
都
府
）
が
Ｋ
（
京
都
府
在
住
）
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
三
万
三
千
七
百
五
十
円
の
金
員
を
、
そ

れ
ぞ
れ
「
自
賠
責
保
険
料
」
の
名
下
で
詐
取
し
て
い
る
例
な
ど
を
示
し
、
か
か
る
悪
徳
商
法
を
根
絶
す
る
よ
う

要
請
し
て
お
い
た
。 

入
者
か
ら
保
険
未
経
過
期
間
を
案
分
し
た
金
員
を
「
自
賠
責
保
険
料
」
名
下
で
詐
取
す
る
な
ど
と
い
う
悪
徳
商
法

も
横
行
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
運
輸
省
の
服
部
地
域
交
通
局
長
は
、
〝
現
在
な
お
こ
う
し
た
事
例
が
あ
る
こ
と
は
遺
憾

だ
〟
と
し
、
今
後
“
流
通
過
程
の
円
滑
化
、
消
費
者
保
護
の
見
地
か
ら
通
産
省
と
相
談
し
て
せ
い
い
つ
ぱ
い
取

り
組
み
た
い
”
（
本
年
六
月
十
二
日
の
本
院
決
算
委
員
会
で
の
答
弁
要
旨
）
と
こ
た
え
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ 
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五 

そ
の
他
の
悪
徳
商
法
（
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
は
年
間
二
千
七
百
億
円
余
）
等
に
つ
い
て 

(4) 

政
府
は
、
本
件
不
正
に
つ
い
て
も
、
運
輸
省
な
ど
関
係
当
局
を
し
て
、
こ
れ
を
直
ち
に
中
止
し
、
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
詐
取
、
横
領
し
た
金
員
を
直
ち
に
返
却
す
る
よ
う
関
係
業
界
を
厳
重
に
指
導
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

(3) 

本
件
詐
取
が
刑
法
上
の
詐
欺
、
民
法
上
の
不
法
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
自
動
車
業
公
正
競

争
規
約
に
反
し
、
返
戻
保
険
料
の
着
服
が
刑
法
上
の
横
領
、
民
法
上
の
不
法
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
判
断
は
ど
う
か
。 

(2) 
わ
れ
わ
れ
は
、
本
件
不
正
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
は
、
年
間
六
百
五
十
億
円
余
に
の
ぼ
る
と
推
計
し
て

い
る
が
、
政
府
は
ど
う
み
て
い
る
か
。
運
輸
省
な
ど
関
係
当
局
で
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
を
推
計
し
た
も
の
が
あ

れ
ば
、
そ
の
推
定
被
害
額
と
推
定
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

う
な
取
り
組
み
を
し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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(2) 

か
か
る
悪
徳
商
法
が
、
刑
法
や
民
法
、
割
賦
販
売
法
、
自
動
車
業
公
正
競
争
規
約
な
ど
の
法
規
に
ふ
れ
る 

(1) 

わ
れ
わ
れ
は
、
か
か
る
悪
徳
商
法
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
は
、
年
間
、
前
記
①
か
ら
④
だ
け
で
合
計
二

千
七
百
億
円
に
の
ぼ
る
と
推
計
し
て
い
る
が
、
政
府
は
ど
う
み
て
い
る
か
。
通
産
省
な
ど
関
係
当
局
で
ユ
ー

ザ
ー
の
被
害
を
推
計
し
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
推
定
被
害
額
と
推
計
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

自
販
業
界
で
は
、
税
や
保
険
以
外
の
分
野
で
も
、
例
え
ば
、
①
ユ
ー
ザ
ー
の
依
頼
や
明
白
な
同
意
も
な
し
に

下
取
車
の
査
定
料
等
を
一
方
的
に
不
法
不
当
に
徴
収
す
る
、
②
公
正
証
書
を
作
成
し
て
い
な
い
の
に
「
公
正
証

書
作
成
費
用
」
名
下
の
金
員
を
詐
取
す
る
、
③
ユ
ー
ザ
ー
が
店
頭
に
自
分
で
車
を
引
き
取
り
に
行
つ
て
い
る
の

に
「
納
車
費
用
」
名
下
の
金
員
を
徴
収
す
る
、
④
行
政
書
士
の
報
酬
を
大
幅
に
上
回
る
費
用
を
徴
収
し
て
登
録
関

係
書
類
や
車
庫
証
明
関
係
書
類
の
作
成
・
届
出
を
代
行
す
る
、
⑤
オ
ー
ト
ロ
ー
ン
の
実
質
年
率
を
表
示
し
な

い
、
⑥
ロ
ー
ン
の
利
息
と
は
別
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
手
数
料
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
文
書
作
成
費
用
を
徴
収
す
る
、
―
―
な

ど
と
言
う
悪
徳
商
法
も
横
行
し
て
い
る
。 
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(5) 

刑
事
告
訴
・
告
発
事
件
に
ま
で
発
展
し
た
悪
徳
商
法
事
案
に
対
す
る
検
察
当
局
の
対
応
に
は
問
題
が
あ

る
。
例
え
ば
、
前
記
ケ
ー
ユ
ー
商
事
の
事
案
の
場
合
、
事
京
地
方
検
察
庁
八
王
子
支
部
は
、
町
田
警
察
署
か 

(4) 

自
販
業
界
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
詐
取
、
横
領
し
た
金
員
を
ウ
ラ
利
益
と
し
て
処
理
し
、
大
規
模
な
脱
税

が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

(3) 
自
販
業
界
で
横
行
し
て
い
る
各
種
の
悪
徳
商
法
に
つ
い
て
村
田
通
産
相
は
、
“
関
係
業
界
に
諸
費
用
の
徴

収
に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討
を
お
こ
な
う
よ
う
要
請
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
適
正
に
対
処
し
て

い
き
た
い
”（
本
年
六
月
十
二
日
の
本
院
決
算
委
員
会
で
の
答
弁
要
旨
）
と
こ
た
え
た
が
、
今
後
の
対
処
方
針

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
判
断
は
ど
う
か
。 

政
府
は
こ
の
さ
い
、
国
税
庁
を
し
て
、
こ
の
業
界
に
対
し
、
本
格
的
な
税
務
調
査
を
実
施
せ
し
め
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

一
九 

 



 

 

二
〇 

ら
約
六
ヵ
月
前
に
送
検
を
受
け
な
が
ら
、
今
日
に
至
る
も
、
本
人
及
び
関
係
者
か
ら
事
情
聴
取
さ
え
行
つ
て

い
な
い
。
検
察
当
局
の
こ
の
姿
勢
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
被
害
の
実
態
認
識
が
な
く
、
こ
れ
を
軽
視
す
る
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
政
府
は
、
こ
う
し
た
由
々
し
い
事
態
が
放
置
さ
れ
て
い
て
も
良
い
と
思
う
か
、
政
府

の
所
見
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(6) 

こ
の
業
界
で
長
期
に
わ
た
つ
て
反
復
、
継
続
さ
れ
て
き
た
か
か
る
悪
徳
商
法
に
つ
い
て
は
、
わ
が
党
や
日

本
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
が
具
体
的
事
実
を
示
し
て
抜
本
的
な
対
策
を
講
ず
る
よ
う
く
り
返
し
要

求
し
て
き
た
が
、
通
産
省
な
ど
関
係
当
局
は
そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
症
療
法
的
な
対
策
し
か
講
ぜ
ず
、
ユ
ー

ザ
ー
の
被
害
を
拡
大
せ
し
め
て
き
た
。
政
府
は
、
何
ら
の
責
任
も
感
じ
な
い
か
。 

こ
の
際
政
府
は
、
自
販
業
界
で
横
行
し
て
い
る
各
種
の
悪
徳
商
法
を
根
絶
し
、
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た

め
総
力
を
あ
げ
た
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


